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今回お迎えしたのは、稲とアガベ、男鹿塩ラー
メン「おがや」をオープンするなど、次々に新た
な事業を立ち上げ男鹿駅前に新風を吹き込んでい
る岡住修平さんです。北九州出身の岡住さんが秋
田に来ることになったきっかけ、今チャレンジし
ていることやその実現に向けての想い、男鹿の未
来への展望を熱く語ってくださいました。

「今、男鹿の地でわたしたちが行っていることが、
世界中の都市の課題解決にも繋がっていく」とい
う希望が湧いてくるお話に、生徒たちは胸をワク
ワクさせながら聞き入りました。男鹿の未来は自
分たちが築くという意識が芽生え始めました。

◆不可能なことはない…一生懸命や

れば周りも助けてくれる。困難を乗

り越えられる。皆さんには無限の可

能性がある。チャレンジして壁を突

破してほしい。◆モットーは２つ。

「どうせ死ぬ…その直前まで後悔し

ない生き方を。」「利他であれ…人

のための方が力が出る。力が出せて

いると自分が思える人生を。」

生徒の感想から

○将来男鹿から出て県内の他の場所に行こうと思っていたけれ

ど、岡住さんのお話を聞いて船川に住みたいと思いました。岡

住さんを手伝いたいです。

○男鹿の人口減少が進んでいることを知り悲しかったけれど、

いつか世界に役立つ場所になってくれたらうれしいと思った。

○岡住さんのお話を聞いて私も地域に貢献し、地域を明るくし

たいと思いました。そのためにまず人から応援されるような人

になり、周りの人たちと協力できるようになりたいです。男鹿

の元々のよさを生かしもっとよくするために頑張っている人た

ちを見て、自分も頑張りたいと思います。

学校報は、学校ホームページからご覧いただく

ことができます。南中生が活動する姿をたくさ

ん掲載しています。どうぞご覧ください。

10/14 秋田魁新報社主催秋田活性化中学生選手権中央地区大会へ出場！優秀賞を受賞し県大会進出！
(土) 北浦「うきた商店」の事業の特色を生かした男鹿の活性化プランをプレゼンテーションしました。

この選手権では、参加校が地元企業を訪問して
考えた地域活性化プランを発表し、提案内容・プ
レゼンテーションスキル等を競い合います。本校
から出場したのは２年生チーム４名。夏休みに北
浦「うきた商店」を訪問し、浮田社長から事業に
ついての説明や北浦に商店を構えた思いなどをう
かがい、そのお話を受けての発表でした。
提案した活性化プランは三つ。①ＳＮＳを活用

した情報発信、②配達・運送方法の工夫、③空き
家・空き地の活用です。審査員のみなさまからは
「浮田社長のふるさとの力になりたいという思い
に寄り添っていて、実現性の高い提案だった」「ナ
マハゲに扮しての寸劇も交えていてプレゼンテー
ション力が高く、企業への愛が感じられた」との

あたたかい講評をいただきました。
南中チームはこのあと11月11日に行われる全県

大会に出場します。応援よろしくお願いします。

浮田社長ご夫妻と ナマハゲさんも登場

11月1日は「あきた教育の日」です。子どもたちが
やがて県内外で秋田の発展を支える人になることを願い、

学校・家庭・地域・企業などが連携、協力しながら子ど

もたちを育てていく認識に立って設けられました。地域

やご家庭でも「秋田の子どもの今や未来について」考え

る機会としていただければと思います。

ぐろおがる・秋の実り豊かに
～男鹿の未来や活性化を考える南中生・男鹿の未来はわたしたちが築く～ 「ぐろおがる」とは→



生 徒 の 活 躍
○東日本ラグビー大会 秋田県予選 優勝

男鹿南男鹿東天王南
準決勝 ７５－１０ 北中
決勝 ４０－１９ 将軍野中

○東日本ラグビー大会 東北北海道予選
男鹿南男鹿東天王南 ２９－５ 北嶺(北海道)
12月東京で行われる東日本大会準決勝･決勝に出場

○秋田市水泳大会 古仲泰輝
50ｍ自由形 第１位 25秒13 大会新
100ｍ自由形 第１位 55秒21 大会新
200ｍ自由形 第１位 １分59秒58

○潟上市卓球選手権
男子３部トーナメント 第３位

の行事予定
１日 (水) あきた教育の日 あいさつ運動

後期生徒総会 ＰＴＡ会計中間監査
３日 (金) 文化の日
４日 (土) 県秋季ラグビー大会
６日 (月) 三者面談期間～14日 ＳＣ
８日 (水) 市郡教育研究会
10日 (金) ３年性教育講座
11日 (土) 県秋季バレーボール大会～12日
15日 (水) 職員会議
16日 (木) 東北音楽研究大会(３年生授業)
17日 (金) 部活動テスト休み(～19日)
20日 (月) 後期達成テスト
21日 (火) 生徒会各委員会 ＳＣ
23日 (木) 勤労感謝の日
28日 (火) ＳＣ
29日 (水) ３年実力テスト

地域貢献活動 １０月６日（金）実施
南中学区は男鹿市全体の面積の６割以上を占めており、学校のある船川地区以外に生徒の活躍する姿

を届けにくい状況となっています。そこで、生徒を生まれた地域で活動する姿として地域に返すこと、
生徒が地域を大切にする心を育むことをねらいに、学区内の６公民館と連携して地域貢献活動を行いま
した。６月の学校運営協議会＋の場で、生徒代表と地域ごとに話し合った計画をもとに、各地区の公民
館を拠点として実施しました。

＜北 浦＞ ＜男鹿中＞ ＜戸 賀＞
雲昌寺で枯れたあじさいの摘 コミュニティーセンターを 地区のクリーンアップを行いま

み取りとミニリースづくりを行 隅々まで掃除しました。 した。中学生が
いました。 いない地区の活

動です。

交流会

一つ一つ
ていねいに 物を運んだり
摘み取ります 掃除をしたりしました。

＜椿＞ ＜船川港＞ ＜船川北＞
地域の史跡「能登山の椿」付 お茶会やフードドライブの手 「歌声広場」に参加し、歌で

近のクリーンアップと春先の球 伝い、図書館 地域の方と交流しました。
根植えを での活動を
しました。 行いました。

たくさん物が
集まりました

＜生徒の感想＞ 「地域の人たちと一緒に行動できることがいちばんうれしかった。」「地域の方が私た
ちを待っていて歓迎してくれていると感じた。地域の方と協力して作業をすることでいつもより楽しく
活動できた。」…地域の方の温かさに触れてうれしかったこと、またやりたいという気持ちが生徒の感
想からあふれていました。


